
第 3学年  算数科指導案 

平成 30年 6月 22日（金）
授業者 教諭  勝部 恵美

１ 単元名   ぼうグラフと表 （東京書籍 下） 

２ 目標       

身の回りにある事象について、目的に応じて観点を決め、資料を分類整理して、表や 

グラフを用いて分かりやすく表したり、読み取ったりすることができるようにする。 

関心・意欲・態度 表やグラフに表すことのよさに気づき、目的に応じた観点で資料を分類整

理したり、表や棒グラフに表そうとしたりする。

数学的な考え方 目的に応じた資料の分類整理の仕方や棒グラフや表の表し方を考え、分か

りやすく表すことを工夫することができる。

技能      資料を分類整理して表や棒グラフに表したり、表や棒グラフから資料の特

徴や項目間の関係を読み取ったりすることができる。

知識・理解   棒グラフの読み方やかき方、表を用いた表し方について理解する。

３ 授業構想 

（１）教材について 

 本単元で扱う棒グラフと表は、指導要領には以下のように位置付けられている。

現行の学習指導要領

Ｄ 数量関係

新学習指導要領

Ｄ データの活用

（３）資料を分類整理し、表やグラフを用いて、分かりやすく表したり読み取ったりする

ことができるようにする。

ア 棒グラフの読み方やかき方について知ること。

Ｄ（１）表と棒グラフ

（１）データの分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

 （ア）日時の観点や場所の観点などからデータを分類整理し、表に表したり読んだりす

ること。

 （イ）棒グラフの特徴やその用い方を理解すること。

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

 （ア）データを整理する観点に着目し、身の回りの事象について表やグラフを用いて考

察して、見出したことを表現すること。



  （内容の取扱い）

   ＜本単元の学習の関連と発展＞

        【2年】          【3年】          【４年】

・

（２）児童について 

   ・男子 8名 女子 5名の 13人学級である。
   ・明るく素朴で、算数に対しても肯定的にとらえている児童が多い。

   ・自分の考えをもったり、発表したりすることに積極的な児童は一部に限られている。

   ・算数に対するアンケートを行ったところ、次のような結果であった。

「算数アンケート」（実施人数１３人）

         人

質問

あてはまる 少し 

あてはまる

あまり 

あてはまらない

あてはまら 

ない

①算数の勉強は好きですか。 ３ ９ １ ０

②新しい問題に出会ったとき、解

いてみたいですか。

１０ ３ ０ ０

③「なぜそうなるのかな。」と理由

を考えますか。

６ ６ １ ０

④難しい問題でも、あきらめずに

解いていますか。

８ ４ １ ０

⑤算数で勉強したことを、普段の

生活で使えないか考えますか。

５ ７ １ ０

算数が好きと答えた児童の理由として、「計算問題を解くのが好き。」が多かった。授業の様子を見ても、

たし算やひき算の筆算など、計算を解くことに対して意欲的な児童が多い。あまり好きでないと答えた児童

は、「計算が難しい。」ことを理由にしている。理由を考えたり、考えたことを発表したりことに積極的な児童

は一部に限られる。

（８）内容の「Ｄデータの活用」の（１）のアの（イ）については、最小目盛りが２、５

又は 20、50 などの棒グラフや、複数の棒グラフを組み合わせたグラフなどにも触れ
るものとする。

【ひょうとグラフ】
・簡単な 1次元表の
読み方、かき方
・簡単なグラフの読
み方

【ぼうグラフと表】
・資料を分類整理して一
次元表にまとめること

・棒グラフの読み方、か
き方

・簡単な二次元表のまと
め方と読み方

【折れ線グラフと表】
・折れ線グラフの読み方、かき
方
・グラフの傾き方と事象の変
化の関係の考察
・２つの観点から資料を分類
整理すること
・上記のことを二次元表にま
とめて特徴を調べること

 … ＜個人情報保護のため省略＞ …



 ・既習事項についての実態調査を行ったところ、次のような結果であった。 

「表とグラフ」（実施人数１３人） 

内容 正答人数 誤答人数 誤答例 

①簡単な事柄をグラフに表す。□技  １０ ３ 数える時に落ちがある。 

②簡単な事柄を分類し、表にまとめる。□技 １０ ３ ①で数え間違えたもの。 

③グラフや表から数の大小を見つける。□知 １３ ０ 

④グラフや表から数の大小の差を捉える。□考 １１ ２ ひき算のミス 

⑤グラフに表すと分かりやすいことは何か。□考 ６ ５ 「ジュースの数が分かりやすい。」「ジ

ュースの数の多い少ないが分かりやす

い」のはグラフか表かが分からない。 

⑥表に表すと分かりやすいことは何か。□考 ５ ６ 

①～④の結果より、簡単な事柄を表やグラフに表したり、表やグラフから数の大小をとらえたりすること

についてはおおむね習得しているといえる。 

⑤～⑥の結果より、「グラフに表すと視覚的に数の大小の比較がしやすいこと」、「表に表すと数がわかりや

すいこと」については、よさを十分に実感できていないといえる。 

・本学級は、学習内容が十分に定着していない児童、また、様々な場面で落ち着いて学習に向か

いづらい児童がいることから算数では、にこにこサポーターによる支援を行っている。 

（３）指導について 

（教材の選択について）  

・本単元は、東京書籍では 3 学期に行う教材として取り扱われている。しかし、以下の 2 点を考
慮し、この時期に取り扱うこととした。

  ①社会科、総合的学習の時間では、１～２学期のうちに棒グラフを扱うことがある。

  ②東京書籍以外の教科書会社では、１～２学期の単元として取り扱っている場合もある。

（指導計画について）

・レディネステストの結果より、グラフや表の有用性を実感することが必要であると分かった。そ

のため次のような単元計画を考えた。

第１次では、表や棒グラフの読み取り方、かき方を学ぶようにする。

第２次では児童の実生活に即した課題を取り上げ、目的をもって分類整理し、さらにそれらを

比較したり傾向を探ったりすること取り上げるようにし、表や棒グラフのよさ、便利さを感じら

れるようにする。

第３次では、横型の棒グラフや、簡単な２次元表を取り扱い、項目によって表や棒グラフの書

き方を使い分けることができるようにする。

・実生活に即した課題にするため、次のような場面を取り上げることとする。

３年生は以前「委員会始まりの会」で総務委員会に対し、「全校で遠足に行きたい。」と要望し

ていた。それを受けて総務委員会からもらった返答を本教材として活用する。

総務委員会からの返答は、「遠足は難しいが全校遊びならできる。」

「全校児童は何がしたいのかを、３年生が調査してほしい。」

の２つであった。

実際にどの遊びをするかを決めるのは総務委員会にし、総務委員会が納得するようなデータ

を提示するという視点をもって活動にあたるようにする。



（本時について）

・本時は第２次の４時間目にあたる。

・表やグラフを作る際にも、本時の活動内容について知らせておくようにし、ほかの学年の棒グラフ

の結果に興味をもって接することができるようにする。（研究の視点１）

・「一番多く票をとった遊び」だけに目が向かないように、「一番多いのは○○だ。」という事実は確

認してからワークシートを書いたり伝え合ったりすることで、その他の傾向や特徴もつかめるよ

うにする。（研究の視点２）

４ 単元計画 

次 時 主な学習活動 

評   価 

関心 考え 技能 知識 主な評価規準（評価方法） 

①
整
理
の
仕
方

１
・
２

○資料を分類整理する方法や整理結果

を表にまとめる方法を理解する。 

・正の字を使って、資料を整理する。

・結果を表に表す。 

・「合計」の意味を知る。 

・「その他」の意味を知る。 

○○

□関資料を分類整理して表に表すことの良さに気付いて
いる。（授業の様子） 

□考資料を分類整理するとき、資料に落ちや重なりがない
ことを確認したり、誤りが起きにくいような方法を考

えたりして、工夫している。（ノート） 

②
棒
グ
ラ
フ

３

○資料を棒グラフに表すと、数量の大

小が分かりやすいことや、棒グラフ

の読み方を理解する。 

○ ○

□関表と棒グラフを比較する活動を通して、棒グラフで
は数量の大小が一目で分かる良さに気付いている。 

□知棒グラフの読み方を理解している。（ノート） 

４

○棒グラフの書き方を理解し、棒グラ

フをかくことができる。 ○ ○

□考棒グラフの項目の並べ方や目盛りのつけ方を考え、
分かりやすい表し方を工夫している。 

□知棒グラフの書き方を理解している。（発言・ノート）

課
外

○６年生より「全校縦割り班遊び」で遊びたいことを調べてほしいと依頼を受ける。 

○依頼に対するアンケートを作成して調査を行う。 

５
・
６
（
本
時
）
・
７

○アンケート調査の結果を分類整理

し、グラフを作る。（４年生・５年生・

６年生） 
○ ○

□考アンケート調査の結果を分類整理し、どのように結果
を示すと、６年生に伝わりやすいかを考え、工夫して

いる。 

□知棒グラフの書き方を理解している。（発言・ノート）
○製作したグラフを見比べ、気づいた

ことを話し合う。 ○

□考複数のグラフを見比べ、どの遊びをするとよいのかを
 考える。（発言） 

○アンケート調査の結果を分類整理

し、グラフを作る。（１年生・２年生・

３年生） 

○製作したグラフを見比べ、気づいた

ことを話し合う。 

○ ○

□考３つのグラフを見比べ、どの遊びをするとよいのかを
 考える。 

□知棒グラフの書き方を理解している。（発言・ノート）

課
外

○棒グラフに表したことを６年生に伝える。 

③

表

と

工

夫

８○横型の棒グラフについて知る。 

（全校の誕生日調べ） 

・項目に順序性のあるものについては

多い順に並び替えない方がいいこと

を理解する。 

○

□技横軸に数量をとった棒グラフでも、数量や数量どうし
の関係を読み取ることができる。（ノート） 

９○一次元表を組み合わせた、簡単な二

次元表を読むことができる。 
○ ○

□考一次元表と二次元表を比較する活動を通して、二次元
表は種類別や３か月間の合計が表され、項目が比べ安

いなどの良さについて考え、説明している。 

□知二次元表の意味を理解している。（発言・ノート） 



５ 本時の学習（６／９） 

（１）本時のねらい

 複数のグラフを比較したり、整理したりしたことをもとに、自分の考えをもつことができる。

（考え方）

（２）展開

学習内容と予想する児童の姿（・） 教師の支援と留意点（〇）と評価（☆）
１ 活動内容を確認する。 

  ４・５・６年生に人気があった遊びを 

 見比べることを確認する。 

２ ぞれぞれの棒グラフをみて気づいたこ

とを発表する。 

 ・４年生は▲が多い。 

  ・５年生は○が一番だった。 

  ・６年生は▲と○が同じ数だ。 

３ 本時のめあてを確認する。 

  ４・５・６年生に人気のある遊びをさ

ぐるために、棒グラフを見くらべよう。 

４ それぞれのグラフを見て、気づいたことを

ワークシートに記入し、伝え合う。 

 ・６年生は○が多いけど、５年生は▲が多い。 

 ・４年生と５年生は１位が同じだけど、６年生

だけちがう。 

 ・バラバラのグラフだと分かりにくいから一つ

にまとめたらいい。 

 ・３つのグラフを重ねる？ 並べる？ 

５ ４～６年のトータルのグラフを作り、

気づいたことを話し合う。 

・全学年２位だった◆が一番になった。 

 ・◆は、１位がないけど、どの学年でもまんべ

んなく表をとっているからだ。 

 ・グラフを一つにまとめた方が、結果が見やす

い。 

○「一番多い遊び」ばかり意見が出た場合、遊びを決

定するのは総務委員会であることにふれ、その他の

意見にも目を向けるようにする。

○ 話合いの後半では、「どうすればもっと結果が見や

すくなるか。」に視点をもたすようにし、複数の棒

グラフを組み合わせたグラフができることに気づ

くようにする。

○ 意見の根拠が分かるように、グラフのどの部分か

ら、考えを見出したのかを意識し発言するよう促

す。 

○トータルのグラフを作るために、色付きのテープを

用意しておく。 

☆ 複数のグラフを見比べ、グラフの特徴や傾向につ

いて自分の考えをもつことができる。 

（発言・ワークシート） 



６ 学習のまとめとふりかえり 

 （まとめ）  

 グラフを見比べると、一番多い票だけ 

でなく、何がどれくらい人気なのかがわ 

かる。 

（ふりかえり） 

複数のグラフを見比べてみたことで分か

ったこと、気づいたこと、良いと思ったとこ

ろをノートに書き、伝える。

○めあて「見比べよう。」を確認し、見比べたことで分

かったことは何か問うことで、本時の学習のまとめ

に向かっていく。 

（３）授業の視点

 ①目的を明らかにし、データを分類整理したことは、児童が学びを他教科や日常生活に生かすのに有

効だったか。（研究の視点１）

 ②複数のグラフを比較し、特徴や傾向を話し合うようにしたことは、児童がお互いの考えを深めるの

に有効だったか。（研究の視点２）

６ 評価規準 

本時における評価と支援

評価の観点

 十分満足できると

判断される子どもの

姿

 おおむね満足でき

ると判断される子ど

もの姿

 支援を必要とする児童

への支援

複数の棒グラフを比較

したり整理したりして、

自分の考えをもつことが

できる。（考え方）

複数の棒グラフを比較し

たり整理したりして、グ

ラフの特徴や傾向をつか

んでいる。

複数の棒グラフを比較

したり整理したりして、

自分の考えをもつこと

ができる。

項目ごとに棒グラフを見た

り、学年ごとにグラフを見た

りすることを促し、項目間の

関係を読み取るようにする。


